
※同じ事業場から複数人お申し込みいただく場合は、代表者おひとりがお申し込みいただけば結構です。
　備考欄に代表者を含めた参加人数をご記入ください。

香川産業保健総合支援センターホームページ内の
セミナーお申し込みフォームからお申し込みください。
トップページ＞研修・セミナー＞セミナー＞香川健康づくり推進セミナー

セミナー申込コード▶▶▶

申込フォームからのお申し込みができない場合は、お電話でも受付します。香川産業保健総合支援センター
☎087-813-1316（平日8:30～17:15）までお電話いただき、事業場名と参加人数をお伝えください。

＊午前の部のセミナーと展示・体験コーナーは同じ時間帯に実施しています。
　自由に移動していただいて結構です。昼休憩時間も実施しています。
＊体験コーナーは込み合う場合があります。時間に余裕をもってご来場ください。
＊体験コーナーは希望者全員提供できない場合があります。ご了承ください。
＊歯周病リスクチェックコーナーには昼食前にお越しください。
　検査時間は５分程度で、検査結果は後日郵送でお届けします。
　※唾液検査のため2時間前のご飲食はお控えください。
＊骨密度測定は裸足で行いますので、脱ぎ履きしやすい格好でお越しください。
＊小型センサ（IMU）を用いた歩行評価は腰部に小型センサを装着いただき、約10mの歩行路を
　普段通りの速さで 2往復程度歩行していただきます。歩行データから、潜在的な転倒リスクを
　パーセンテージで表示するとともに、歩行タイプ（6分類）をその場でフィードバックいたします。

＊会場内は飲食ができます。適宜、水分補給等お願いします。
＊12時00分～13時20分までは大会議室で昼食をお取りいただけます。お弁当などのごみは各自で、お持ち帰りください。

独立行政法人　労働者健康安全機構 〒760-0050　香川県高松市亀井町2-1　朝日生命高松ビル3階

10:20～

 

（30分）

講師 / テーマ

セミナーのご案内

体験・展示コーナーについて

会場について

お問い合わせ先

講演概要
なぜ高齢者は転倒するのか、そのメカニズム（「知恵」）をご紹介します。あわせて、小型センサを用いた転倒
リスク評価、科学的根拠に基づく転倒予防トレーニング、転倒リスクの低減や転倒時の骨折防止に役立つ装具
など、評価・予防・保護の三段構え（「杖」）の研究事例と、産総研四国センターを拠点とする産学官連携の
展望をご紹介します。

講演概要
ハラスメント事案の多くはコミュニケーションの問題に起因するため、平時からの心理的安全性確保が不可欠
です。事案発生時はまず職場環境の調整を図ることが重要ですが、初期対応には多くの留意点があります。
裁判例を交え、「懲戒処分の対象（社内秩序違反）」と「損害賠償の対象（不法行為）」の違いを整理し、
企業の法的責任を明確にします。さらに実務上の課題として、①許される指導とハラスメントとの違い、
②現実的に企業がとりうる対応策の限界、③必ずしもハラスメントとはいいがたい事象への対応、などがあり
ます。これらについても、人事労務と産業保健が連携して取り組むべき実効性のある対応策を提示します。

申込方法

Office Le Chien合同会社　
産業医　水谷　明男 氏

事例を基に考えるハラスメント対応と
防止対策

職場におけるハラスメント対策の現状と
課題

転ばぬ先の「知恵」と「杖」で支える
高年齢者の安全な職場づくり

国立研究開発法人産業技術総合研究所
セルフケア実装研究センター 
生体・運動機能研究チーム　
研究チーム長　藤本　雅大 氏

11:00～
（60分）

（60分）

講師 /
エイジフレンドリーな職場づくり静岡大学名誉教授　

鈴江　毅 氏
講演概要
少子・高齢化の進展に伴い、高年齢者がその知識と経験を活かして積極的に活躍できる「生涯現役社会」の実現
が求められています。しかしそうした中で、高年齢労働者の労働災害防止対策が喫緊の課題となっています。
高年齢労働者の特性に配慮した職場＝エイジフレンドリー職場を目指すことは、全ての労働者が安全で健康に
働ける快適な環境を整えることにほかなりません。

13:45～

講師 /

14:55～
（60分）

講師 / 弁護士法人淀屋橋・山上合同　
弁護士　堀内　聡 氏

講演概要
演者が中小事業所で対応した例をもとにして、みなさまと対応策を考えましょう。

講演

講演

講演

講演

テーマ

テーマ

テーマ


